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研究成果の概要（和文）：ケニアのナイロビに立地するソファ製造業、金属加工業、革靴製造業、エチオピアの
アジスアベバに立地する革靴製造業、縫製業を対象事例として、調査を行った。特に、ナイロビのソファ製造業
においては製品のデザイン・モデルのユニークさよりも価格が重視されると考えられる低所得層向けの業者の集
積地と、製品の多様性と差別化が重視される高所得層向けの業者の集積地とで比較を行った。前者では革新的な
デザイン・モデルの共有がおしなべて開放的であったが、後者では多数の業者の間で同様に開放的であった一方
で、多数派とは異なる民族帰属の若い業者が自ら開発した新しいデザイン・モデルの情報を暫時秘匿する閉鎖性
が見られた。

研究成果の概要（英文）：We conducted researches on sofa-making, metal-working, leather-shoe 
production in Nairobi, Kenya and leather-shoe production and garment manufacturing in Addis Ababa in
 Ethiopia. Especially, we focused on sofa-making in Nairobi and empirically compared two different 
clusters. One cluster is located in a low-income residential area, so consumers and thus producers 
are more conscious about prices and less about uniqueness of design of sofa. The other cluster is in
 a high-income area, and they are more conscious about uniquesness and diversity of products. 
In the former cluster, knowledge sharing on innovative design is generally inclusive. In the latter,
 while the majority of producers share knowledge on innovative design, some young producers with 
ethnicity different from the majority conceal innovative knowledge on design developed by 
themselves.

研究分野： 地域研究（社会経済開発）

キーワード： ケニア　ソファ製造業　製品の差別化　製造業の水平的拡大　技術の秘匿　ナイロビ　製造業の集積地
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通じて集積地における条件の違いによって、新しい技術の業者間の共有のあり方に差異が見られること
が観察された。顧客が価格の安さを製品の仕様より重視するような集積地では、新しい技術の業者間の共有が開
放的である。こうした集積地では、一業者が抜きんでて収益性をあげることができにくい。しかし、高価格であ
ってもデザイン・モデルのユニークさを顧客が求める場合には技術の共有が閉鎖的となり、むしろ特定の業者が
成長する可能性がある。こうした知見は、個別企業の拡大でなく企業数の増加が生じているアフリカの小規模製
造業の水平的な発展経路とそこからの分岐の可能性を解き明かす意味で、大きな学術的・社会的意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９・Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 

サハラ以南のアフリカ（以下単にアフリカ）諸国の製造業に関する早くからの通説的

研究は、政府の保護や規制を受けない中小製造業（以下、ものづくり中小企業）が、大

企業と二重構造を形成し、技術水準は低いものの、広く人びとの需要を満たすとともに、

参入が簡単で多くの雇用・所得機会を生むものと見なしてきた。とりわけケニアなど東

アフリカ諸国はこれらの研究の主要な対象となってきた（ILO 1972）。また、アフリカ

のものづくり中小企業は参入だけでなく退出も容易で、継続的な担い手が少ないことが

指摘された（Hart 1973）。継続性が弱く、政府の技術開発への保護もなく、技術保有が

開放的で無断で模倣され、競争が激しくなるため技術は低いまま進展（向上・多角化）

しないという見方が現在でも有力である（Mahadea & Zogli 2018）。 

他方で、アフリカの中小企業と関係者の取引や協力は近しい担い手の間だけでなされ、

参入は容易でなく閉鎖的であることが、近年一部の有力な論者によって指摘されるよう

になってきた（Meagher 2006； 武内 1998）。アフリカのものづくり中小企業には、親

方徒弟関係を組み込み、あるいは特定の産業集積地を形成するものが多く、そのなかで

担い手の協働により技術が進展しているとの見方も生まれている（Oyelaran-Oyeyinka 

and McCormick eds. 2007）。これらは、技術は開放的に共有されるが進展しないという

通説に見直しを迫るものだが、担い手のあり方と、技術共有の開放性及び技術の進展と

の関係は解明されていない。 

申請者らは、これまでの実証的研究を通じて、ものづくりの担い手間の技術共有は一

定の広がりと限界があり、周囲の環境や担い手それぞれの持つ属性・考え方によって影

響されている可能性があること、技術の共有がある程度広くとも、その向上や多角化な

ど進展が生じていることを知見として得ている。ここで、技術の向上とは特定の種類の

製品の品質や生産性が改善すること、また多角化は複数の種類、仕様、大きさ、デザイ

ンなどの製品がつくられるようになることを指している。 

本研究では、先行研究における対立及び限界、また申請者らの知見を踏まえ、東アフ

リカにおけるものづくり中小企業において、担い手のあり方が、技術共有の開放性、さ

らには技術の進展にどのような影響を与えるのかを学術的問いとして立てる。ここで求

められるのは、担い手の置かれた環境や担い手の属性・考え方を、東アフリカのものづ

くり中小企業の現場の状況に即して包括的に調べ、その技術共有の開放性や進展との関

係を実証的に明らかにすることである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、東アフリカのものづくり中小企業の担い手の置かれた外部環境と属

性が、技術共有の開放性（あるいは閉鎖性）、及び技術の進展にどのように影響するの

かを明らかにすることである。この目的を達成するため、① ものづくりの内容、担い

手が置かれた外部環境、及び担い手の属性・考え方、技術共有のあり方と範囲、技術の

進展について現地で詳細な調査を行い、② ①の調査結果が、技術共有の開放性及び技

術の進展（向上や多角化）にどのように影響しているのかを分析する。 

 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．研究の方法 
 
本研究では、各国政府の統計を参照することも考慮に入れて、研究対象各国の公式の

定義にしたがい、中小の製造業（ものづくり）を対象とする。本研究では、東アフリカ

の中でも経済規模の大きいケニアとエチオピアのものづくり中小企業と担い手を対象

とする。それぞれの調査結果を分析・考察し、相互の比較を可能とするため、あらかじ

め準備した調査項目を研究メンバー全体で共有して現地調査を行う。 

具体的な調査研究の項目と方法は以下の通りである（以下【】内に具体的な調査研究

の方法を示す）。 

 

１ ものづくり中小企業を取り巻く環境、担い手の属性・考え方 

1-①  ものづくりの内容、技術と共有【参与観察と研究対象業種ごとに各 20 名前

後の担い手への深層面接】 

1-①-(1) 製品の種類など特徴 つくられる製品の種類、仕様、大きさ、デザイン

などの詳細、価格、製造費 

1-①-(2) 技術の内容 ものづくりの工程・手順／機器・材料／ICT などの詳細 

1-①-(3) 技術の進展（向上と多角化）の有無と内容 

1-①-(4) 統計資料 各業種の付加価値・雇用・輸出入・賃金水準等統計資料の収集 

1-②  ものづくりを取り巻く外部環境【参与観察と業種ごとに各 20 名前後の担い

手への深層面接】 

1-②-(1) 立地 集積地か否かなど同業者との近接性／作業場所・工場の遮蔽性／

インフラの整備の程度 

1-②-(2) 市場 同業他社製品・輸入品との競争状況／各関連市場（労働、資本、材

料、機器） 

1-②-(3) 政策・制度 企業登録／課税／補助金／教育・職業訓練／貿易政策／イン

フラ整備 

1-②-(4) 情報アクセス 技術に関する情報メディアの有無・内容／インターネッ

トへの接続など ICT 環境 

1-③  担い手（経営者、労働者など）の属性とものづくりについての考え方【1-③

-(1)～1-③-(3)については業種ごとに各 100 名前後の担い手への構造化インタビュ

ー、さらに 1-③-(3)について業種ごとに約 20名に深層面接】 

1-③-(1) 社会的属性 ジェンダー／エスニシティ／宗教／第一言語／出身地／学

歴・出身校／職業訓練歴／企業のフォーマル性（政府に登録されており、保護、支

援や規制を受けるか、受けないか）など 

1-③-(2) ものづくりに関わる役割・能力 地位（経営者・管理者か、労働者か）／



担当する工程・作業／担当していないが、用いることのできる技術とそれを用いる

工程・作業／ICT 等を通じた情報収集能力など 

1-③-(3) ものづくりの考え方 経営・生計・生きがいにとっての、ものづくりとそ

の技術の位置づけなど 

1-④ ものづくり技術の共有【1-④-(1)・1-④-(2)について業種ごとに参与観察と各

100 名前後の担い手への半構造化インタビュー、さらに 1-④-(2)について業種ごと

に約 20 名に深層面接】 

1-④-(1) 技術の共有の有無、範囲と方法 どのような技術やその向上・多角化が他

の担い手と共有されているのか／技術を共有し、あるいは共有しない相手は誰か／

相手との共有はどのように行われているか（例：他者からの習得・模倣、親方徒弟

関係・OJT などを通じた訓練、意識的な教示、展示、模倣の許容） 

1-④-(2) 技術の共有についての考え方 他の担い手との技術の共有についての考

え方（徒弟を含む他者への指導・開示への積極性、他者による模倣の容認の是非、

それらの理由や動機付け） 

 

２ ものづくりの内容、担い手の外部環境、属性及び考え方と、技術共有の開放性

及び技術の進展との相関関係・因果関係の定量的・定性的分析 

2-①  開放性の分析  技術共有のあり方と範囲の調査結果（1-4-1）に基づく、技

術の内容やその進展を共有している担い手とそうでない担い手の同定／この同定に

基づく技術共有の範囲の特定 

2-②  技術共有の開放性と相関し、因果関係にある１.の調査項目の分析 技術の内

容(1-①）、外部環境（1-②）と属性及びものづくりへの考え方（1-③）、技術共有の

方法と考え方（1-④-(2)）の各項目と、技術共有の開放性（2-①）及び技術の向上・

多角化（1-①-(3)）との関連性の分析 

2-②-(1) 相関関係の定量的分析 1.の各調査項目のうち定量化できるものを説明

変数とし、開放性及び技術の向上・多角化を被説明変数とする相関関係を統計的

に分析する。その際、操作変数法やマッチング法などを用いて、できる限り因果

関係の検出に努める。 

2-②-(2) 相関関係・因果関係の定性的分析 担い手などからの 1-4 に関する聞き

取り調査を通じて、相関関係・因果関係を定性的に考察する。 

2-②-(3) 定量・定性的分析の統合 上記の分析結果に基づき、また統計も参照し

つつ、事例と事例との比較対照をも行う。担い手の置かれた環境と属性・考え方

から、技術共有の開放性・閉鎖性、技術の向上・多角化が受ける影響を包括的に

考察する。 

2-②の分析に基づき、技術が多様な担い手によって広く共有され、同時に技術の向上

や多角化が実現される「開かれた発展」を実現するための政策的な含意も検討するも

のとする。 
 
４．研究成果 
 

ケニアのナイロビに立地するソファ製造業、金属加工業、革靴製造業と関連産業、エ
チオピアのアジスアベバに立地する革靴製造業と関連産業、縫製業を対象事例として、
調査を行った。 

とりわけ、ケニアのソファ製造や金属加工、ケニアとエチオピアの革靴産業と関連産



業の調査を通じて、これらのセクターでは、デザイン・モデルの更新や、耐久性の向上

などでさまざまな革新が行われていることが分かった。また研究期間の大半は、コロナ

禍と重なっており、この時期に対面での取引が難しいことを乗り越えるために、モバイ

ルマネーの利用などが進んだことが分かった。 

とりわけケニアの金属加工業での調査では、次のことが把握できた。 

① 小規模零細事業者の中には高い熟練の技術を持つ者がいるが、同事業者が通常

顧客とする低所得者層への販売のみならず、高所得者層に向けてオーダーメイ

ド（カスタムメイド）で生産を行う者がいる。高所得者は製品の耐久性など品

質について敏感だと考えられる。 

② そのことは、このセクターが、ナイロビ、ひいてはケニアにおける金属加工の

革新の拠点のひとつになっていることを示唆している。 

③ 小規模零細生産者の一部は、機械・設備などの更新に向けて投資をしようとす

る潜在的な需要がある。しかし、多くがインフォーマルなため、大規模なフォ

ーマル金融機関からの融資を受けることが難しい。ここで、多くの事業者はそ

多面的な企業者能力を発揮し、資金不足を補っている。 
 
また、技術共通の開放性・閉鎖性に関する深い調査では、特に、ナイロビのソファ製

造業に焦点を当てた。ナイロビには、いくつかのソファ製造のクラスター（集積地）が
あるが、そこから２つの集積地を選び比較をおこなった。ひとつは、製品のデザイン・
モデルのユニークさよりも価格が重視されると考えられる低所得層向けの業者の集積
地であり、もうひとつは製品の多様性と差別化が重視される高所得層向けの業者の集積
地である。その２つの間で、デザイン・モデル、及びそれらに伴う技術や知識の開放性・
閉鎖性について比較した。 

前者の集積地では、革新的なデザイン・モデルの共有がおしなべて業者間で開放的で
あり、ある業者によるこれらの革新は、速やかに他の業者に模倣される傾向にあった。
他方で、後者の集積地では民族帰属を同じくする多数の業者の間で同様に開放的であっ
たが、多数派とは異なる民族帰属の若い業者が、自ら開発した新しいデザイン・モデル
の情報をしばらく秘匿し、他の業者にはその間模倣させない閉鎖性が見られた。秘匿の
方法としては、作業をもっぱら屋内でおこない、また従業員に固定給を支払って転職を
させないなどの方法がとられていた。 

本研究を通じて集積地における条件の違いによって、新しい技術の業者間の共有のあ
り方に差異が見られることが観察された。顧客が価格の安さを製品の仕様より重視する
ような集積地では、新しい技術の業者間の共有が開放的である。こうした集積地では、
一業者が抜きんでて収益性をあげることができにくい。しかし、高価格であってもデザ
イン・モデルのユニークさを顧客が求める場合には技術の共有が閉鎖的となり、むしろ
特定の業者が成長する可能性がある。こうした知見は、個別企業の拡大でなく企業数の
増加が生じているアフリカの小規模製造業の水平的な発展経路とそこからの分岐の可
能性を解き明かす意味で、大きな学術的・社会的意義を持つ。 

他方で、革靴製造業と関連の皮革産業については、ケニアとエチオピアの国際比較、
ならびに両国の国際的な技術連関の調査研究をおこなった。ケニアの皮なめし企業の経
営者が、エチオピアを訪問して同一産業のより進んだ技術を伝授され、技術移転を受け
ている例があった。背景には、アフリカ大陸で徐々に進む地域経済統合が両国の経済関
係を近いものにしていることがあった。これは、技術共有の開放性が国境を越えて及ん
でいる例として、今後の深い考察に値する。 
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